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政
府
は
内
閣
府
試
算
や
日
本
の
経
済
の
現
状
に
関
し
て
重
大
な
誤
認
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
関

す
る
質
問
主
意
書

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
っ
て
も
対
策
は
必
要
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書

（
答
弁
第
三
九
三
号
、
以
下
答
弁
書
と
い
う
）
や
、
首
相
官
邸
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
読
む
と
、
内
閣
府

試
算
や
、
日
本
の
経
済
の
現
状
に
関
し
て
重
大
な
誤
認
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
の
「
二
に
つ
い
て
」
で
あ
る
が
、
「
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
経
済
再
生
に
向
け
た
取
組
が
進
み
、
デ
フ
レ
状
況
で

は
な
く
な
る
中
、
経
済
の
好
循
環
が
着
実
に
回
り
始
め
た
結
果
、
企
業
活
動
や
雇
用
を
含
む
幅
広
い
分
野
で
、
お
よ
そ
四
半

世
紀
ぶ
り
と
な
る
良
好
な
経
済
状
況
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
旨
を
記
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
」
と
い
う
記
述
が
ど

こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
「
平
成
二
十
七
年
度
年
次
経
済
財
政
報
告
」
の
六
頁
に
は
「
お
よ
そ
四
半
世
紀
ぶ
り
と
な
る
良

好
な
経
済
状
況
の
出
現
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
説
明
が
あ
る
。
こ
の
根
拠
と
し
て
二
〇
一
五
年
一－

三
月
期
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
が
前
期
比
年
率
九
�
四
％
と
な
っ
た
こ
と
で
、
一
九
九
四
年
以
降
最
大
の
伸
び
と
な
っ
た
と
い
う
の
が
タ
イ
ト
ル
の

根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
速
報
値
で
あ
り
、
確
報
値
で
は
九
�
〇
％
と
修
正
さ
れ
二
〇
一
一
年
七－

九
月
期

一



の
九
�
二
％
を
下
回
る
の
で
タ
イ
ト
ル
の
記
述
は
間
違
い
で
は
な
い
か
。
し
か
も
こ
れ
は
原
油
価
格
の
下
落
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
数
字
で
あ
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
で
は
な
い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
と
言
う
な
ら
四－

六
月
期
の
実
質
成

長
率
マ
イ
ナ
ス
一
�
二
％
を
引
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

二

答
弁
書
の
「
三
に
つ
い
て
」
で
あ
る
が
、
「
年
平
均
で
〇
�
一
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
程
度
の
差
が
出
る
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
「
四
年
間
の
合
計
」
の
間
違
い
で
あ
る
。
成
長
戦
略
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
四
年
間
の
合
計
は
一
体
改
革
あ
り
で
は
、

七
�
六
％
、
一
体
改
革
な
し
で
は
七
�
七
％
で
あ
る
。
差
は
合
計
で
〇
�
一
％
で
あ
る
。
四
捨
五
入
し
た
誤
差
を
考
え
て
も

差
は
〇
�
二
％
を
上
回
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
年
平
均
で
〇
�
一
％
と
い
う
主
張
は
間
違
い
で
は
な
い
か
。
実
際
は
ど
う
な

の
か
は
、
も
う
一
桁
数
字
を
出
せ
ば
明
ら
か
に
な
る
。

三

答
弁
書
の
「
三
に
つ
い
て
」
で
あ
る
が
、
二
つ
の
試
算
で
「
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
減
」
や
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革

を
考
慮
」
は
両
方
と
も
同
じ
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
試
算
の
考
え
方
や
、
前
提
と
な
る
経
済
状
況
等

が
異
な
る
」
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
。

四

答
弁
書
の
「
四
に
つ
い
て
」
で
あ
る
が
、
「
我
が
国
の
財
政
状
況
は
、
国
・
地
方
の
債
務
残
高
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
倍
程
度
に

膨
ら
み
、
な
お
も
更
な
る
累
増
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

二



ら
、
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
二
日
に
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
中
長
期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
」
の
経
済
再
生

ケ
ー
ス
で
は
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
今
後
減
り
続
け
る
と
あ
る
。
答
弁
書
は
こ
の
試
算
が
間
違
い
だ
と
主
張
す
る
の

か
。

五

先
日
ト
ル
コ
の
ア
ン
カ
ラ
で
開
か
れ
て
い
た
二
十
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
二
十
）
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
で
九
月
五
日

に
発
表
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
は
「
わ
れ
わ
れ
は
、
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
持
続
可
能
な
道
筋
に
乗
せ
つ
つ
、
経
済
成
長

と
雇
用
創
出
を
支
え
る
た
め
、
短
期
的
な
経
済
状
況
を
勘
案
し
て
機
動
的
に
財
政
政
策
を
実
施
す
る
。
」
と
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
と
は
日
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。
内
閣
府
の
発
表
し
た
乗
数
で
も
、
財
政
出
動
に
よ
っ
て
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
下
が

る
事
が
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然
政
府
は
財
政
出
動
に
よ
っ
て
経
済
成
長
と
雇
用
創
出
を
支
え
る
事
を
国
際
公
約
し

た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

六

現
在
の
よ
う
に
世
界
的
な
不
況
の
局
面
に
お
い
て
は
、
経
常
黒
字
で
対
外
純
資
産
が
多
い
国
は
積
極
財
政
で
世
界
の
景
気

の
牽
引
役
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
も
日
本
は
補
正
予
算
を
組
ん
で
景
気
対
策
を
す
べ
き
な
の
で
は
な
い

か
。

七

首
相
官
邸
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
「
三
本
の
矢
」
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
国
民
向
け
に
現
在
の
経
済
状
況

三



を
示
し
た
ペ
ー
ジ
（
以
下
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
率
＋
二
�
四
％
成
長

（
二
〇
一
五
年
一－

三
月
期
）
と
あ
る
。
し
か
し
、
最
新
の
デ
ー
タ
マ
イ
ナ
ス
一
�
二
％
成
長
（
二
〇
一
五
年
四－

六
月

期
）
を
こ
こ
は
書
く
べ
き
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
古
い
デ
ー
タ
を
載
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
民
を
騙
そ
う
と
し
て
い
る
意
図

で
は
な
い
か
。

八

官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
累
計
＋
二
�
〇
％
成
長
（
二
〇
一
五
年
一－

三
月
期
／
二
〇
一
二
年
十－

十
二
月

期
）
と
あ
る
。
そ
の
前
の
デ
ー
タ
二
�
四
％
は
年
率
で
あ
る
が
、
こ
こ
二
年
三
か
月
の
累
計
で
あ
る
。
国
民
に
誤
解
を
与
え

る
表
現
を
わ
ざ
わ
ざ
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
は
前
の
表
記
に
倣
っ
て
二
�
〇
を
二
�
二
五
で
割
っ
て
年
率
を
計

算
し
て
表
示
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。

九

官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
夏
季
賞
与：

過
去
二
十
三
年
間
で
最
高
水
準
と
あ
る
。
こ
の
数
字
の
意
味
を
内
閣
府
に
質
問
し
た

ら
、
厚
生
労
働
省
に
聞
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
厚
生
労
働
省
に
質
問
す
る
と
、
こ
れ
は
厚
生
労
働
省
の
数
字
で
は
な
い
と
の

返
事
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
数
字
を
ど
こ
か
出
さ
れ
て
い
な
い
か
を
調
べ
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
経
団
連
の
発

表
が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
経
団
連
の
数
字
は
僅
か
百
四
十
社
の
み
の
集
計
で
あ
り
、
し
か
も
名
目
値
で
あ

る
。
厚
生
労
働
省
は
三
万
三
千
社
を
調
べ
て
お
り
、
し
か
も
実
質
値
を
計
算
し
て
あ
る
。
平
成
二
十
二
年
の
平
均
を
百
と
し

四



た
場
合
、
平
成
二
十
五
年
六
月
は
百
三
十
七
�
七
、
平
成
二
十
六
年
六
月
は
百
三
十
二
�
〇
、
平
成
二
十
七
年
六
月
は
百
二

十
八
�
一
、
と
な
っ
て
お
り
、
下
が
り
続
け
て
い
る
わ
け
で
、
過
去
二
十
三
年
で
最
高
と
い
う
表
現
は
不
適
切
で
は
な
い

か
。
政
府
は
厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
を
信
頼
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

右
質
問
す
る
。

五


